
サークル成果発表会のご案内 

 
 

日時：２０１６年 ３月１２日（土） 10:00～１5:3０ 
場所：放送大学神奈川学習センター  

第１部：研究成果発表講演会（10:00～12:00） 第８・９講義室 
演題：「ウズベキスタンの仏像から見た奈良のほとけたち」 

               ～ シルクロードの美術史的な役割 ～ 
講師：ウズベキスタン・サマルカンド外国語大学名誉教授 胡口 靖夫（人間学研究会） 

第２部：神奈川同窓会「社会貢献活動」講演会（13:00～14:15） 
                           第７講義室 

プランジャパン活動報告 
演題：「女の子の元気が世界を変える力になる」 
講師：佐藤 活朗【さとう いくろう】 

    公益財団法人プラン・ジャパン 事務局長 
       

『ベートーベンの「第九」を一緒に歌いませんか』 
 放送大学南関東ブロックの７学習センター（千葉、埼玉、
文京、多摩、足立、渋谷、神奈川）の協働プロジェクト
「2017年3月ベートーベン第九のフル演奏会」を目指して
練習が昨年5月から始まっています。各センターでは、音楽
指導者の先生が開講してくださる「面接授業」・「ゼミ」で
合唱の練習を積み重ねています。 
 神奈川学習センターでの練習風景を公開します。 

主催：神奈川サークル協議会 
 神奈川放友会、人間学研究会、うえるかむkanagawa、中国語学習会、資格取得研究会、 
  韓国語同好会、かながわレク・サークル、ダンスサークル、神奈川合唱団、 

    神奈川同窓会 

お問い合わせは、神奈川サークル協議会 木下 義則（045-491-9111）まで。  

ウズベキスタンからは、日本でいえば国宝級の仏像から小仏頭まで
数体の仏像が出土している。そのうち今回は、フェルガナ盆地のク
ワ仏教寺院跡から出土した“第３の眼”を持つ仏教的神像（同国で
は「ＢＵＤＤＨＡ」としている）を中心にして、その源流から奈良
への伝来までを取り上げる。それはインド→アフガニスタン→タジ
キスタン→ウズベキスタン→ホータン→トルファン→長安→奈良を
巡るシルクロードの壮大な旅です。 
終着駅の奈良には、“第３の眼”を持つ東大寺法華堂の不空羂索観
音などがあります。 

第３部：神奈川合唱団 「第九を楽しむ」の公開練習 
（14:30～15:30）第８・９講義室 


